
ゲノム編集トマト
いったいどんなもの？ 何が問題？

ゲノム編集トマトを受け取らないで！

ゲノム編集トマト苗配布問題に関する全国交流会

報告・天笠啓祐



ゲノム編集作物の10年
2012年 ゲノム編集が容易になった（CRISPR-Cas9法の開発）

2015年 米国サイバス社がゲノム編集(除草剤耐性)ナタネを開発、栽培を開始したと報告

その後、欧州の市民団体が中心になって資金を集め、米国のHRIが全ゲノムを解析、

サイバス社がゲノム編集ではないことを認める

2018年 米国カリクスト社がゲノム編集（高オレイン酸）大豆を開発、種苗や菜種油を販売開始

2022年 カリクスト社の経営が破綻



ゲノム編集作物の10年
米国カリクスト社の経営破綻

ゲノム編集（高オレイン酸）大豆以外にも、小麦を開発を

ゲノム編集作物を柱に売り込みを図るが、挫折

存続不能に

日本のトマトだけが残る

このトマトも評判が悪く、販売価格を下げる

機能性表示食品として売り出すことを発表

そして、無償で学校や福祉施設に苗の提供を打ち出す



ゲノム編集トマトとは？
高GABAトマト

筑波大学・江面浩教授が開発、同教授がベンチャー企業サナテックシード社を立ち上げる

資金を出した親会社がパイオニアエコサイエンス社

2020年12月 届け出が受理される

2021年9月 トマトの販売始まる

2021年10月 苗の販売始まる

2021年10月 小学校、福祉施設への無償配布の発言

2022年５月 トマトピューレ販売始まる

2022年７月 機能性表示食品として売り出すと発表



写真・筑波大学
江面研



高GABAの問題点
GABAが健康に良いという根拠はない

『サイエンス』誌論文が指摘

高GABAが健康に悪いということが否定できない

欧州の科学者グループが指摘



ゲノム編集技術の問題点
精密で正確だという当初の推進者たち主張が覆される

DNAを切断して遺伝子を壊す

DNA切断カセット（ガイドRNA、切断酵素＋抗生物質耐性遺伝子）

このカセットを1細胞当たり数千万から億の単位導入









ゲノム編集技術の問題点
ガイドRNAの問題点 案内する対象がDNAであるため微妙に異なる

類似の配列を壊す、オフターゲットを招く

切断酵素の問題点 ２本鎖をぶつ切りにする

自然修復にゆだねるため「のりしろ」を作らなければならない

そのためDNA を削ぎ落す これで遺伝子が壊れる DNAを削ぐ範囲を指定できない

大規模な染色体破砕を招く危険性がある

とても粗っぽい技術であり、正確な効果を求める医療などへの実用化は難しい



花粉飛散により汚染の起きる可能性
トマトの花粉は寿命が長い

そのため交雑の範囲が広い

自家受粉作物なので、交雑数は少ないが、他家受粉は起きる

トマトの花粉の飛散距離（交雑の範囲（風速×花粉の寿命））

花粉の寿命３～４日 風速5メートルで1296.0km

風速1メートルでも259.2km

（生井兵治）



無秩序な栽培は汚染を拡大する
学校や福祉施設への無秩序な苗の配布

汚染源を拡大

しかも汚染源を特定できないことに

そこで収穫したトマトを食する

健康への悪影響が広がりかねない

トマトを配布させてはいけない



有り難うございました

食の安全を守り、生物多様性を守り、

未来の世代を守るため、

ゲノム編集トマトの配布を止めよう！

歯止めを、監視を、行動を！


